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１ 施工場所とは別の工場等に他の技術者
を配置する場合には届出て下さい。
一度にエントリーできる配置技術者の
人数は、工事費の過半以上を占める工
種に２名、その他の工種に２名が限度
です。
なお、建設工事総合評価において評価
する技術者は、工事費の過半を占める
工種を担当する者とします。
(過半を占める工種は、入札時に提出
する工事費内訳書で判断)



１ メッキHDZ35･45については「関東地
区」、その他については「仙台地区」
を採用しています。

２ 物価資料は公告日の前月(８月)の単
価を採用しています。

３ 「連続鈑桁」を採用しています。

４ 施工規模は「10t程度」、規格は
「鉄骨単体」としています。

５ 平成28年度版を採用しています。
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６ 特記仕様書 特記事項３(１)のとお
り,「簡略化有り」としています。

７ 「構造一般図」を優先しています。

９ 土木工事標準積算基準書のとおり
です。

10 「624組」で積算願います。
内訳:高力ﾎﾞﾙﾄ
六角 F10T φ22×100 32組
六角 F10T φ22×90 16組
BN M12×50(SUS304) 86組
BN M12×40(SUS304) 82組
ESTUD M25×300 408組

８ すべて「無し」としています。
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11 淡彩としています。

14 防水層、導水パイプ、目地材は
施工範囲外です。

15 延べ人数は、特記仕様書 特記事項
２(７)を参照し、算出して下さい。

12 特記仕様書 特記事項３(２)のとお
りです。

16 土木工事標準積算基準書のとおり
です。
また、現場内回送については必要
ないものと考えています。

13 任意施工につき、現場状況で選定し
て下さい。
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17 国道上で行うすべての工種を対象
とします。

18 仕様書のとおりです。

19 下部工の完成について、A1～P2は
平成30年9月末頃、P3～P5は平成30年
10月末頃を予定しています。

20 質問のとおりです。

21 上記19の回答のとおりです。

22 質問のとおりです。
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１ 平成29年11月末頃の予定です。
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２ 国道上で行うすべての工種を対象
とします。



３ 淡彩としています。

４ 添架物支持金具は、含みません。

２ 「624組」で積算願います。
内訳:高力ﾎﾞﾙﾄ
六角 F10T φ22×100 32組
六角 F10T φ22×90 16組
BN M12×50(SUS304) 86組
BN M12×40(SUS304) 82組
ESTUD M25×300 408組

１ 特記仕様書 特記事項３(１)のとお
り、「簡略化有り」としているので
低減しています。

29 10 11



１ 協議事項とします。

２ 国道の横断は考えていません。

３ 「夜間通行止め」で計画しているので
一般交通の影響は受けないものとして
います。

29 10 11



２ 「現場打ちコンクリート」に含まれて
います。

３ 運搬費は「建設物価」「積算資料」を
参考に、近傍の塗装工場からの運搬費
を計上しています。

４ 図面番号286 A1～P5床版架設計画図
(参考図)を参照してください。

１ フランジシールは協議事項とします。
それ以外(型枠、鉄筋等)については、
「現場打ちコンクリート」に含まれ
ています。
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２ 淡彩としています。

３ 図面番号287 国道398号施工計画図の
吊足場図を参照して下さい。

４ 想定していません。

１ 仮組立の省略を意味します。



５ 添加量は、30kg/m3です。

６ 添加量は、455g/m3です。

８ 「土木コスト情報」により積算して
います。
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７ 任意施工につき、現場状況で選定して
下さい。



１ 土木工事標準積算基準書のとおり
です。

２ 制約を受けないと考えています。

３ 交代要員は「無し」としています。
また延べ人数は、特記仕様書 特記事
項2(7)を参照し、算出して下さい。

４ 「橋梁架設工事の積算」は、平成29年
度版を使用しています。
鋼製排水溝設置は、「土木コスト情報」
により積算しています。
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５ 淡彩としています。

６ 膨張材の添加量は、30kg/m3です。
短繊維の添加量は、455g/m3です。

７ 仕様書、図面番号285 架設計画図
(参考図)を参照し、算出して下さい。

８ 想定していません。
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２ 連続架設を妨げる要因は、無いものと考えてい
ます。
内訳については、数量計算書P14 運搬費を参
照して下さい。
P1～P2のクレーン移動については、考えてい
ません。

３ 価格は、特別調査により決定しています。
仮置小運搬については、考えていません。

４ 内訳は、数量計算書P12を参照して下さい。
型枠は、PC床版接合工にて計上しています。
生コン単価は、生コン協同組合への見積りに
より決定しています。

５ 現地状況により必要な場合、協議事項と
します。

６ 土木工事標準積算基準書のとおりです。

８ 特記仕様書 特記事項１(２)のとおりです。

７ 図面番号287 国道398号施工計画図のとおり
です。
また足場工は、昼間施工で考えています。
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１ 下部工の完成について、A1～P2は平成30年9月
末頃、P3～P5は平成30年10月末頃を予定して
います。



１ 含まれています。
数量：
固定型枠工 131m2
π型支保工 131m2
鉄筋 D13 2.576t

D16～D25 7.072t
養生 127m2

２ 数量計算書P297～P299を参照して下さい。
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